
ゆのまえ 議会だより

今号の写真
議会だより調査特別委員会を立ち上げ
てから発行した議会だよりです。ページ
数を大幅に増やしたことで、住民に見える
議会を推進しました。また、表紙と特集を
連動したことで、その時々の課題や取り組み
を一覧できるようにしています。

  P2  特集１
　議会だよりを４年間で充実
  P3  特集 2
　ＧоＴо選挙キャンペーン
 P4  本会議
　決算内容から課題を指摘
 P7  一般質問
　任期最後の一般質問
P14  委員会
P16  全員協議会
P18  研修・議員派遣
P19  一部事務組合
P20  住民の声

「住民に見える議会」
「住民が参加しやすい議会」   

「議会力・議員力の向上」を実現する     32No.
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住民に見える議会を実行



議
会
だ
よ
り
を

４
年
間
で
充
実

議
会
だ
よ
り
調
査

特
別
委
員
会
の

最
終
報
告

特
集
１

　

議
会
改
革
調
査
特
別
委
員
会
で

「
住
民
に
見
え
る
議
会
」を
目
指
す

た
め
、平
成
29
年
１
月
臨
時
会
に

お
い
て「
議
会
だ
よ
り
調
査
特
別

委
員
会（
以
降
、「
本
委
員
会
」と
称

す
る
）」を
設
置
し
ま
し
た
。そ
の

後
、議
会
だ
よ
り
の
課
題
調
査
と

対
策
を
講
じ
な
が
ら
、段
階
的
に

「
議
会
だ
よ
り
」の
充
実
を
図
り
ま

し
た
。以
下
に
、本
委
員
会
の
取
り

組
み
内
容
を
報
告
し
ま
す
。

活動内容

基本方針
「住民に見える議会」「住民が参加しやすい議会」
「議会力・議員力の向上」「持続可能な議会だより」

企画会議

・発行月前に、委員長が「企画会議」を招集。
・�議会だよりの内容（記事構成、記事分担、発行
計画など）を検討。

・原稿の作成担当者を決定。

編集会議
・�印刷会社への初回入稿前に、委員長が「編集会議」
を招集。

・作成担当者から集めた原稿内容を確認。

校正作業
・議会だより原稿を印刷会社へ入稿。
・印刷会社からの印刷イメージを委員全員で確認。
・委員長が印刷会社と修正箇所を調整。

主な変更点
調査前 調査後

担当者 金子　椎葉
本委員会　委員長：椎葉　副委員長：金子
　　　　　委員：森山　遠坂

ページ数 ２ ４→１２→１６→２０

会議
任意の
打合せ１回

「企画会議」と「編集会議」の２回

内容 −
ページ追加（特集、委員会活動、全員協議会、
研修・議員派遣、一部事務組合、住民の声など）

公開 −
・�議会ホームページ
・マチイロ（全国広報紙サイト）

その他 −
・ＱＲコードの活用
・�ＹｏｕＴｕｂｅ動画配信、関連質問、反問権
など、議会改革の取り組み内容を掲載
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特 集

調
査
結
果

◎�

議
会
だ
よ
り
を
当
初
２
ペ
ー
ジ
か
ら
20

ペ
ー
ジ
に
増
や
し
た
こ
と
で
、住
民
の
皆

様
に
議
会
情
報
を
広
く
お
知
ら
せ
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

◎�

一
般
質
問
の
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
配
信

に
よ
り
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、誰
で
も
、

議
会
傍
聴
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

◎�

令
和
２
年
度
か
ら
新
設
し
た
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
や
マ
チ
イ
ロ（
全
国
広
報
紙
サ
イ

ト
）で
議
会
だ
よ
り
を
公
開
し
、Ｗ
ｅ
ｂ
上

の
閲
覧
窓
口
を
増
や
し
ま
し
た
。

◎�

議
会
だ
よ
り
の
最
終
ペ
ー
ジ
に
住
民
の
声

を
追
加
し
、「
住
民
が
参
加
し
や
す
い
議

会
」の
新
た
な
仕
組
み
が
で
き
ま
し
た
。

◎�

担
当
者
を
２
人
か
ら
４
人
に
増
や
し
た
こ

と
で
、ペ
ー
ジ
数
の
増
加
や
チ
ェ
ッ
ク
強

化
の
対
応
が
で
き
ま
し
た
。

◎�

議
会
だ
よ
り
の
編
集
要
領（
マ
ニ
ュ
ア
ル
）

や
原
稿
ひ
な
型
を
作
成
し
た
こ
と
で
、誰

で
も
作
業
で
き
る
環
境
が
整
備
で
き
ま
し

た
。

◎�
平
成
30
年
度
の
熊
本
県
町
村
議
会
広
報
コ

ン
ク
ー
ル（
２
年
に
１
回
開
催
）に
町
議
会

と
し
て
初
め
て
応
募
し
、「
特
別
賞
」を
受

賞
し
ま
し
た
。　

※
県
内
30 

町
村
議
会

か
ら
応
募

課
題

▼
広
報
湯
前
は
７
年
連
続
で
協
会
賞
を
受
賞

し
、全
国
レ
ベ
ル
の
広
報
紙
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、令
和
２
年
度
か
ら
町
と
議
会
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
、Ｓ
Ｎ
Ｓ

に
よ
る
情
報
発
信
も
始
ま
り
ま
し
た
。

▼
一
般
質
問
に
お
い
て
は
、Ｉ
Ｐ
告
知
端
末

放
送
と
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画
配
信
を
行
っ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、近
年
、町（
議
会
）

広
報
の
あ
り
方
が
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い

ま
す
。

▼
今
後
は
、議
会
だ
よ
り
を
含
む
様
々
な
広

報
の
あ
り
方
を
検
証
し
な
が
ら
、「
住
民
に
見

え
る
議
会
」を
持
続
し
て
い
く
こ
と
が
課
題

と
な
り
ま
す
。



特集２

ＧоＴо選挙キャンペーン
とにかく選挙に行こう !!

１１月１５日（日）は
　　　湯前町議会議員選挙投票日です

選挙に関する疑問にお答えします

町長がしっかりしていれば大丈夫？
　そうかもしれませんが、町の条例や予算など議
案は最終的に議会で決定しています。議員がすべ
てをチェックし、ときには修正も行います。町長
お１人では限界がありますので、議員１０人で監
視しています。

自分の１票で結果が変わるわけがない
　そんなことはありません。過去には僅差により
当落が決した場面も数多くあり、１票が大きく影
響してきました。また、あなたの１票は、当選し
た議員の議会活動のエネルギーにもなります。

誰に投票していいかわからない？
　実は誰にもわかりづらいものです。そこで、本
町では「選挙公報」を発行し、候補者の主張・考
えをお知らせしています。あなたの思いに合った
候補者に投票しましょう。

投票日に大事な予定があるから
　大丈夫です。大事な予定があるあなたのために、
期日前投票という制度が設けられています。事前
に指定の投票所に行って、投票することができま
す。
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条例案・予算案等の提出

行政サービス

町　民

町　長町議会
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町の政策を決めるのはあなたの一票です 下がり続ける投票率

議会の役割 投票率の推移
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本 会 議

決
算
内
容
か
ら
課
題
を
指
摘

令
和
元
年
度
の
決
算
審
議

９
月
定
例
会
は
、９
日
か
ら
18
日
ま
で
10
日
間
の
日
程
で
開
か
れ
ま
し

た
。
議
員
６
人
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
補
正
予
算
、条
例
改
正
な

ど
を
議
決
し
、令
和
元
年
度
の
決
算
を
認
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、８
月
20

日
と
10
月
20
日
に
臨
時
議
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

令
和
元
年
度
決
算

ま
ず
は
回
線
増
強

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
使
用
料

１
７
９
９
万
円

町
民
に
利
用
さ
れ
る
美

術
館
へ

観
覧
料
５
８
万
円

計
画
的
な
積
み
立
て
が

必
要

財
政
調
整
基
金
・
ふ
る
さ

と
応
援
基
金　

取
崩
し

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
加
入
者
は
、

令
和
元
年
度
末
で
４
３
４
世
帯
、

現
在
は
４
７
０
世
帯
を
超
え
て
い

ま
す
。
こ
れ
に
と
も
な
い
、令
和

２
年
度
か
ら
月
額
３
５
０
０
円
に

料
金
値
下
げ
を
実
施
し
ま
し
た
。

▼
次
の
通
信
設
備
の
更
新
は
、令

和
２
年
度
に
策
定
す
る
情
報
化
推

進
計
画
で
方
向
性
を
示
し
、国
の

補
助
事
業
、有
利
な
起
債
の
活
用
、

公
共
施
設
等
整
備
基
金
の
積
み
増

し
な
ど
で
対
応
す
る
よ
う
努
め
る

と
の
こ
と
で
す
。

▼
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接
続
サ
ー
ビ

ス
の
損
益
分
岐
点
は
、令
和
２
年

▼
参
考
ま
で
に
、平
成
30
年
度
は

１
７
６
万
円
で
し
た
。

▼
こ
れ
ま
で
の
美
術
館
観
覧
料

（
個
人
）は
、特
別
展
も
含
め
て
大

人
３
０
０
円
、子
ど
も
１
０
０
円

で
す
。

▼
令
和
２
年
度
に
、券
売
機
の
購

入
や
次
期
の
ま
ん
が
美
術
館
活
用

計
画
の
策
定
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
収
益
性
と
公
益
性
を
高
め
る

た
め
、ま
ず
は
町
内
利
用
者
を
増

や
す
こ
と
が
課
題
で
す
。

▼
令
和
元
年
度
は
、積
み
立
て
よ

り
も
取
崩
し
の
ほ
う
が
増
え
ま
し

た
。
令
和
２
年
度
の
当
初
予
算
で

は
基
金
へ
の
積
み
立
て
が
す
べ
て

「
存
目
」計
上
で
す
。

▼
公
共
施
設
等
整
備
計
画
に
よ
る

と
、今
後
の
財
源
不
足
額
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
目
先
の
基
金
運

用
に
な
ら
な
い
よ
う
、計
画
的
に

積
み
立
て
る
こ
と
が
課
題
で
す
。

旬
報
月
２
回
配
布
の
課
題

経
費
と
労
務
の
見
直
し
提
案

▼
広
報
と
旬
報
を
合
わ
せ
て
、年

間
で
約
３
４
０
万
円
を
支
出
し
て

い
ま
す
。

▼
区
長
に
よ
る
月
２
回
の
配
布
や

職
員
作
業
の
効
率
化
、旬
報
印
刷
費

の
軽
減
、他
町
村
の
動
向
な
ど
、今

後
の
旬
報
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

よ
う
議
員
か
ら
指
摘
し
て
い
ま
す
。

団
員
２
９
０
人
を
目
指
す

消
防
団
員
年
報
酬７４

４
万
円

▼
湯
前
町
消
防
団
員
の
定
員
に
関

す
る
条
例
で
は
、第
2
条
に
団
員

の
定
数
２
９
０
人
が
規
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

▼
平
成
28
年
か
ら
定
員
割
れ
が
続

き
、平
成
30
年
度
に
２
６
９
人
と

な
り
ま
し
た
が
、令
和
２
年
度
は

２
７
３
人
に
増
え
て
い
ま
す
。

▼
消
防
団
の
考
え
は
、定
員
を
下

げ
て
団
員
の
士
気
を
下
げ
る
の
で

は
な
く
、地
域
防
災
力
の
維
持
に

向
け
、定
員
２
９
０
人
を
目
指
す

こ
と
で
す
。

基
金
の
活
用

人
材
育
成
基
金
と
ふ
る
さ

と
創
生
基
金

▼
地
方
創
生
の
当
初
か
ら
、基
金

を
活
用
し
て
、積
極
的
に
人
・
物
・

サ
ー
ビ
ス
に
投
資
す
る
こ
と
を
議

員
か
ら
指
摘
し
て
い
ま
す
。

▼
本
町
の
経
常
収
支
比
率
は
97
・

4
％
で
、新
た
な
投
資
を
す
る
余

力
が
な
い
状
況
で
す
。

◎
人
材
育
成
基
金（
６
１
５
０
万
円
）

◎
ふ
る
さ
と
創
生
基
金（
３
億
１

０
３
０
万
円
）

度
で
約
１
７
０
０
万
円
。
利
益
分

の
今
後
の
使
途
は
、料
金
値
下
げ

よ
り
も
回
線
増
強
を
優
先
し
た
い

旨
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
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補 

正 

予 

算

民
間
主
体
の
広
域
観
光

づ
く
り
へ

人
吉
球
磨
観
光
地
域
づ
く

り
協
議
会　

１
５
０
万
円

定
住
に
よ
る
奨
学
金
の

返
済
免
除
を
提
案

担
当
課
で
継
続
検
討

基
金　
　

７
０
０
０
万
円

農
業
の
生
産
性
向
上
を

支
援

農
業
機
械
・
施
設
導
入
補

助
金９

２
３
万
３
０
０
０
円

台
風
10
号
の
被
害
拡
大

農
業
用
施
設
災
害
復
旧
費

修
繕
料　
　

２
５
０
万
円

令
和
２
年
７
月
豪
雨
の

対
応

職
員
４
人
を
雇
用４３

１
万
円

河
川
災
害
復
旧
費
修
繕
料

２
０
０
万
円

森
林
作
業
道
補
修
業
務
委

託
料　
　
　

６
０
５
万
円

空
調
設
備
の
入
れ
替
え

交
流
セ
ン
タ
ー
空
調
改
修

工
事　
　

１
６
０
０
万
円

公
有
財
産
の
活
用
へ

Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
裏
の
土
地

▼
錦
町
・
あ
さ
ぎ
り
町
・
多
良
木
町

か
ら
役
場
職
員
が
各
１
人
出
向
し

て
事
務
局
の
業
務
を
行
い
ま
す
。

こ
の
人
件
費
分
を
構
成
９
町
村
で

負
担
し
ま
す
。（
平
成
30
年
度
実

績
に
よ
る
均
等
負
担
）

▼
本
町
か
ら
は
３
団
体
が
協
議
会

に
参
加
。（
町
、
観
光
案
内
人
協

会
、商
工
会
）。
こ
れ
以
外
に
も
奥

球
磨
ス
マ
ー
ト
タ
ウ
ン
研
究
所
な

ど
町
内
有
志
の
方
が
活
動
さ
れ
て

い
ま
す
。

▼
令
和
元
年
度
は
、奨
学
金
３
件
、

入
学
準
備
金
２
件
の
貸
付
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

▼
湯
前
町
奨
学
金
・
入
学
準
備
金

貸
付
基
金
条
例
に
、地
元
定
住
の

免
除
規
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
元

に
定
住
し
た
場
合
、奨
学
金
の
返

済
を
免
除
す
る
自
治
体
も
あ
り
ま

す
。
本
町
で
は
、昨
年
度
か
ら
担

当
課
で
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

経
営
規
模
拡
大
に
意
欲
の
あ
る

農
家
や
新
規
就
農
者
な
ど
６
件

に
対
し
て
、コ
ン
バ
イ
ン
、田
植

え
機
、ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
購
入

に
、税
抜
き
価
格
の
30
％
、上
限

３
０
０
万
円
の
範
囲
内
で
補
助
し

ま
す
。

　

７
月
豪
雨
災
害
に
よ
り
応
急
処

置
し
た
箇
所
が
、台
風
10
号
の
影

響
で
新
た
に
拡
大
し
た
た
め
、林

道
沓
川
線
排
水
路
の
土
砂
浚
渫

や
、長
谷
場
沈
砂
地
ス
リ
ッ
ト
取

り
付
け
な
ど
を
行
い
ま
す
。

▼
本
町
の
災
害
復
旧
に
お
い
て
、

農
林
振
興
課
と
建
設
水
道
課
の
災

害
復
旧
係
に
、会
計
年
度
任
用
職

員
４
人
を
雇
用
す
る
経
費
で
す
。

▼
ほ
か
の
自
治
体
か
ら
自
治
法
派

遣
に
よ
る
公
共
土
木
と
農
地
山
林

の
技
術
職
を
要
望
し
ま
し
た
。
し

か
し
、熊
本
県
か
ら
の
職
員
派
遣

が
厳
し
い
こ
と
か
ら
、本
町
で
会

計
年
度
任
用
職
員
を
雇
用
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

▼
雇
用
期
間
は
、10
月
１
日
か
ら

年
度
末
３
月
31
日
ま
で
で
す
。

　

浄
水
場
前
の
都
川
護
岸
保
護
、

牧
良
川
護
岸
陥
没
補
修
な
ど
の
応

急
修
繕
を
行
い
ま
す
。

　

火
の
谷
２
号
線
ほ
か
６
路
線

（
上
ノ
段
線
、沓
川
線
、向
田
小
迫

線
、町
有
仁
原
線
な
ど
）を
補
修

し
ま
す
。
歳
入
に
県
補
助
金
、森

林
環
境
保
全
整
備
事
業
補
助
金

２
４
１
万
円
を
計
上
し
て
い
ま

す
。（
被
害
延
長
３
５
０
ｍ
）

▼
駅
前
湯
～
と
ぴ
あ
の
空
調
エ

ア
コ
ン
は
、平
成
14
年
度
に
設
置

し
て
か
ら
18
年
が
経
過
し
、空
調

設
備
の
老
朽
化
に
よ
る
故
障
や

空
調
機
能
の
低
下
が
発
生
し
て

お
り
、工
事
費
を
計
上
し
ま
し
た
。

▼
歳
入
は
、熊
本
県
の
水
力
発
電

所
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
係
る
地
元
振

興
支
援
事
業
交
付
金
１
０
０
０
万

▼
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
裏
は
、土
地
開

発
基
金
で
平
成
８
年
に
先
行
取
得

し
た
土
地
で
す
。（
１
万
８
３
５
５

㎡
。
約
２
７
０
万
円
）

▼
登
記
後
22
年
が
経
過
。
平
成
27

年
９
月
の
定
例
会
で
普
通
財
産
化

し
て
い
ま
す
。

▼
議
会
か
ら
は
平
成
28
年
６
月
か

ら
土
地
活
用
を
指
摘
し
て
い
ま

す
。

現在の空調設備

円
で
す
。

▼
現
在
策
定
中
の
第
６
次
総
合
計

画
の
中
で
活
用
方
針
を
示
す
旨
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
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本 会 議

常
任
委
員
会
を
来
期
３
か

ら
２
へ

湯
前
町
議
会
委
員
会
条
例
の

改
正

副
町
長
決
ま
る

熊
本
県
庁
か
ら
の
割
愛
人
事

▼
郡
内
で
常
任
委
員
会
を
３
つ
設
置

し
て
い
る
の
は
、こ
れ
ま
で
本
町
の

み
で
し
た
。
２
つ
に
す
る
こ
と
で
、

①
議
員
の
公
平
な
割
り
振
り
が
可

能
、②
委
員
会
調
査
に
係
る
職
員
負

担
の
軽
減
、③
委
員
会
経
費
の
削
減

農
産
物
加
工
施
設
の
減
免

措
置

湯
前
町
農
産
物
加
工
施
設
の
設

置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例

条
例
改
正

そ 
の 
他

▼
下
村
婦
人
会
の
漬
物
加
工
場
は
、

町
が
農
産
物
加
工
施
設
の
年
間
使
用

料
を
徴
収
し
て
い
ま
す
。

▼
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
で
、
下
村
婦
人
会
の
売
上
が
大

幅
に
減
少
す
る
可
能
性
が
あ
る
た

め
、
町
長
が
特
別
な
事
由
と
認
め
る

と
き
に
使
用
料
を
減
免
で
き
る
規
定

を
追
加
し
ま
し
た
。

▼
対
象
と
な
る
施
設
は
、
下
村
婦
人

会
で
使
用
す
る
本
工
場
と
塩
蔵
庫
お

よ
び
杵
つ
き
精
米
所
の
３
つ
で
す
。

な
ど
の
効
果
が
見
込
め
ま
す
。

▼
常
任
委
員
会
数
の
変
更
時
期
は
、改

選
後
の
11
月
26
日
か
ら
に
な
り
ま
す
。

変
更
前

総
務
常
任
委
員
会

経
済
建
設
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

変
更
後

企
画
経
済
建
設
常
任
委
員
会

総
務
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

議　　　　案

遠
坂　

道
太

椎
葉　

弘
樹

森
山　
　

宏

黒
木　

龍
次

味
岡　
　

恭

金
子　

光
喜

高
橋　

一
雄

黒
木
喜
巳
男

山
下　
　

力

倉
本　
　

豊

審議結果
（賛成：反対）

副町長の選任同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ : ０）

湯前町農産物加工施設の設置及び管理に関する条
例の一部を改正する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ : ０）

湯前町議会委員会条例の改正 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ : ０）

令和２年度一般会計補正予算 ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（８ : １）

令和元年度湯前町一般会計・特別会計などの決算
認定 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ : ０）

上記以外の議案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 可決（９ : ０）

○：賛成　×：反対　－：採決なし（議長は採決に加わりません）　　※上記以外に専決処分承認が４件

議案審議　賛否一覧

令和２年度一般会計補正予算
反対討論　森山議員
　湯～とぴあの空調機器における町の持ち出しが
６００万円になっているため、できるだけ持ち出
しが少ないほうがよい。また空調機器のカタログ
もまだ見ていないので、湯～とぴあの空調工事の
補正に関して反対する。

賛成討論　金子議員
　森山議員が言われる部分も分かるが、今回コロ
ナ対策など緊急を要する支出が計画されている。
予算として早めに通さないと、町民の方、学校や
生徒が非常に困るような事案も出ているので、迅
速に対応していただくことが必要と考え賛成する。

議員に挨拶する冨安副町長

割
愛
人
事
と
は
・
・
・

　

個
人
の
感
情
を
断
ち
切
り
、
組
織
集
団

と
し
て
有
益
に
な
る
よ
う
行
わ
れ
る
人

事
。
主
に
公
務
員
が
他
の
自
治
体
に
移
る

と
き
に
行
い
ま
す
。
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任期最後の一般質問
執行部への配慮で１人１つの質問項目

９月定例会の一般質問は６人の議員が行いました。今回の一般質問も、前回と同様に、新型コロナウイル
スの議会対応により自席から行いました。また、豪雨災害の対応による執行部への配慮として、一般質問
の質問項目は１つに限定しました。

反問権とは？ 
　�町長や職員が、議長の許可により議員の質問に対して論点・争点を明確にするため、反問することができる

もの。反問されることにより、議員も質問事項を十分精査した上で政策論争に臨まなければなりません。

関連質問とは？
　�執行機関に対する監視機能、政策提案機能を果たすため、一般質問議員の質問後に、他の議員から質問を補足

するもの。一般質問を議場でひとりぼっちにしない効果的な取り組み。これは全国的にも事例は少なく、人吉
球磨管内では初めての取り組みです。

質問者（登壇順） 質　問　項　目 通算
質問回数※

金　子　光　喜 ①災害復旧 15　（３）

森　山　　　宏 ①くま川鉄道被災復旧 ４　（５）

椎　葉　弘　樹 ①町民が未来を創造できる総合計画の策定 15　（８）

遠　坂　道　太 ①令和２年７月豪雨災害の復旧 14　（８）

高　橋　一　雄 ①新型コロナ対策 14　（６）

味　岡　　　恭 ①�令和２年 ７月豪雨に関する 復旧・復興体制 、 今後の環境
整備 ６　（８）

山　下　　　力 1　（２）

黒　木　喜巳男 ０　（２）

黒　木　龍　次 ０　（１）

倉　本　　　豊 ２　（０）
（議　長）

※：数字は平成 28 年 11 月　新体制以降の一般質問回数 ( 全 15 回 )、括弧数字は平成 30 年９月以降の関連質問回数（全８回）

　一般質問は、これまでＩＰ告知端末放送(２チャンネル)とＹｏｕＴｕｂｅ動画による録画配信を行っています。
これに加えてＹｏｕＴｕｂｅのライブ配信(生放送)も視聴できるようになりました。パソコンやスマートフォン、タブ
レット端末から視聴できます。

　ＹｏｕＴｕｂｅ動画（「湯前町オフィシャル」で検索）

一般質問のＹｏｕＴｕｂｅライブ配信（生放送）を行っています。

湯前町議会では反問権と関連質問を認めています。　　

一 般 質 問



金子 光喜 議員

要
旨
１　

災
害
対
応

答
弁　

７
月
３
日
21
時
39
分
に
大

雨
警
報
が
発
令
。
総
務
課
の
防
災

担
当
の
課
長
と
主
幹
、
発
令
後
に

登
庁
し
、
気
象
台
と
の
情
報
の
や

り
取
り
を
行
っ
た
。
23
時
55
分
に

土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
令
さ

れ
、
全
職
員
へ
の
自
主
登
庁
を
指

示
。
対
策
本
部
を
０
時
25
分
に
設

置
し
、
職
員
の
役
割
分
担
、
指
示

を
迅
速
に
行
っ
た
。
０
時
50
分
ま

で
に
避
難
所
設
営
を
完
了
。
高
齢

者
な
ど
へ
の
電
話
に
よ
る
安
否
確

認
と
避
難
の
誘
導
を
行
っ
た
。
危

険
箇
所
の
巡
回
確
認
、
土
砂
崩
落

で
塞
が
れ
た
町
道
や
農
道
の
対

応
、用
水
路
の
越
流
箇
所
の
対
応
、

民
家
へ
の
雨
水
の
流
入
を
防
ぐ
対

応
、
不
足
す
る
土
嚢
作
成
の
追
加

作
業
、
夜
間
に
お
け
る
消
防
団
の

出
動
の
協
力
も
得
な
が
ら
、
次
か

ら
次
へ
と
迫
る
作
業
に
朝
方
ま
で

走
り
回
り
、
初
動
の
対
応
を
強
い

ら
れ
た
。
４
時
50
分
に
大
雨
特
別

警
報
が
出
さ
れ
た
。

　

消
防
団
へ
今
回
出
動
要
請
を
す

べ
き
か
を
、
町
長
・
消
防
団
長
と

協
議
・
判
断
し
、
招
集
を
行
っ
た
。

今
回
、
早
く
か
ら
消
防
団
員
に
自

宅
待
機
を
お
願
い
し
、
夜
間
の
土

嚢
づ
く
り
や
民
家
へ
の
雨
水
の
流

入
箇
所
へ
の
対
応
、
避
難
が
必
要

な
高
齢
者
世
帯
へ
の
避
難
誘
導
を

行
っ
て
い
た
だ
い
た
。

　

７
月
３
日
か
ら
の
12
日
間
は
、

24
時
間
体
制
で
役
場
の
業
務
を
遂

行
し
て
い
る
。
本
町
の
職
員
、
65

人
程
の
状
況
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
課
を
超
え
た
対
応
が
一
番
力
強

く
感
じ
て
い
る
。
他
の
組
織
、
例

え
ば
幸
野
溝
、
二
溝
管
理
組
合
な

ど
に
も
ご
対
応
い
た
だ
い
た
。
最

終
的
に
、
人
的
な
被
害
や
死
傷
者

が
出
な
か
っ
た
こ
と
が
、
町
を
預

か
る
責
任
者
と
し
て
ほ
っ
と
し

た
。

　

避
難
所
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で

対
応
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
防
止
に
神
経
を
使
う
時
期
で

あ
り
、
改
善
セ
ン
タ
ー
も
開
設
し

た
。
感
染
疑
い
の
あ
る
方
用
の
避

難
所
と
し
て
、
旧
南
部
保
育
所
も

開
設
し
、
職
員
の
班
体
制
も
組
ん

だ
。
感
染
疑
い
の
あ
る
方
を
移
動

す
る
公
用
車
の
指
定
や
、
防
護
服

の
準
備
も
行
っ
た
。
今
後
の
避
難

所
運
営
は
、
感
染
症
な
ど
に
も
配

慮
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

要
旨
２　

今
後
の
課
題

答
弁　

人
命
を
守
る
こ
と
が
最
優

先
。
防
災
に
は
予
防
に
勝
る
も
の

は
な
い
の
で
、
予
防
の
た
め
の
施

策
、
住
民
の
皆
様
の
準
備
な
ど
が

今
後
、
必
要
に
な
る
。

　

今
回
の
災
害
に
関
し
て
、
県
、

九
州
地
方
整
備
局
、国
土
交
通
省
、

農
林
水
産
省
な
ど
に
行
き
、
緊
急

要
望
を
行
っ
た
。
激
甚
災
害
の
指

定
に
伴
う
全
面
的
な
財
政
支
援
を

国
に
も
お
願
い
し
、
熊
本
県
、
県

議
会
に
も
、
要
望
を
出
し
た
。
こ

れ
ま
で
の
激
甚
災
害
の
農
林
関
係

の
補
助
で
は
、
95
％
程
の
嵩
上
げ

申
請
も
行
い
、
残
り
は
地
元
負
担

に
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
コ

ロ
ナ
対
策
で
も
財
政
出
動
を
し
て

い
る
が
、
今
回
の
大
規
模
災
害
に

お
い
て
も
、
財
政
出
動
を
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
。

　

今
回
の
豪
雨
発
災
後
、
す
ぐ
に

固
定
電
話
の
不
通
が
あ
っ
た
。
本

町
で
は
、
衛
星
電
話
で
対
応
し
た

が
、
公
的
な
連
絡
手
段
は
こ
の
１

つ
だ
け
だ
っ
た
。
今
後
、
情
報
化

計
画
な
ど
も
進
め
て
い
く
が
、
防

災
関
係
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
に
ウ
エ
イ
ト
を

お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
強
く

感
じ
た
。
現
在
、
Ｉ
Ｐ
告
知
端
末

な
ど
あ
る
が
、
本
町
の
防
災
に

と
っ
て
一
番
い
い
連
絡
手
段
を
今

後
検
討
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

　

今
回
、
消
防
署
な
ど
で
通
信
が

災害復旧の対応と課題は

最善の対応ができたが
様々な課題が見えた

途
絶
え
、
生
命
財
産
を
守
る
た
め

の
重
要
な
通
信
手
段
が
不
通
と
な

る
事
実
が
あ
っ
た
の
で
、
今
後
、

上
球
磨
正
副
組
合
長
で
、
非
常
時

に
お
け
る
通
信
手
段
の
確
保
も
十

分
協
議
を
重
ね
対
応
し
た
い
。

関
連
質
問　

高
橋
議
員

本
町
に
お
け
る
創
造
的
復
興
の
考

え
は
。

答
弁　

県
知
事
の
要
望
時
に
、
創

造
的
復
興
の
点
も
申
し
上
げ
た
。

災
害
復
旧
は
、原
型
復
旧
が
原
則
。

い
ろ
ん
な
課
題
が
出
た
折
に
は
、

速
や
か
に
創
造
的
復
興
を
考
え
な

が
ら
対
応
し
て
い
き
た
い
。

問

答 録画中継

土砂災害時の避難の重要性
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森山  宏 議員

要
旨
１　

被
災
状
況
お
よ
び
復
旧

の
見
通
し

答
弁　

く
ま
川
鉄
道
保
有
の
５
車

両
す
べ
て
浸
水
、球
磨
川
第
４
橋

梁
の
流
失
、人
吉
温
泉
駅
～
肥
後

西
村
駅
間
の
広
範
囲
の
被
害
。

　

現
時
点
で
は
未
定
だ
が
鉄
橋
だ

け
で
も
複
数
年
か
か
る
。

　

従
業
員
の
現
状
は
、旅
客
業
務

を
停
止
中
。
運
送
関
係
者
は
代
替

バ
ス
の
手
伝
い
を
行
う
。
今
後
人

件
費
が
か
さ
む
の
で
取
締
役
会
な

ど
で
協
議
さ
れ
る
。

　

保
線
の
現
状
は
、災
害
復
旧
の

調
査
ま
で
除
草
・
保
線
は
未
実
施
。

要
旨
２　

通
学
手
段
の
確
保
現
状

要
旨
３　

代
替
輸
送
の
現
状
・
見

通
し
・
コ
ロ
ナ
対
策

答
弁　

貸
切
バ
ス
大
型
バ
ス
10

台
、小
型
バ
ス
３
台
で
の
委
託
運

行
で
平
日
の
み
。
上
り
が
朝
３

便
、夕
方
４
便
。
下
り
が
朝
２
便
、

く
ま
川
鉄
道
の
被
災
復
旧
は

鉄
道
存
続
・
来
年
度
よ
り

通
学
定
期
の
補
助
事
業

夕
方
４
便
。
停
留
所
は
駅
周
辺
９

箇
所
。
土
曜
日
運
行
は
検
討
中
。

代
替
輸
送
経
費
は
県
よ
り
全
額
支

援
。
代
替
バ
ス
は
一
般
利
用
も
可

能
。
定
期
券
・
回
数
券
利
用
者
の

み
。
コ
ロ
ナ
対
策
は
消
毒
液
設

置
・
定
期
喚
起
・
マ
ス
ク
着
用
の
徹

底
。

要
旨
４　

湯
前
駅
～
肥
後
西
村
駅

の
運
行

答
弁　

部
分
運
行
に
つ
い
て
は
議

論
さ
れ
て
い
な
い
。
車
両
の
輸
送

や
整
備
・
車
両
点
検
場
所
の
整
備

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
所
要
の
必

要
経
費
も
生
じ
る
。
運
行
取
扱
な

ど
の
技
術
的
な
部
分
は
運
輸
局
鉄

道
部
に
問
い
合
わ
せ
中
。

要
旨
５　

３
セ
ク
に
よ
る
再
建
計

画
の
妥
当
性

答
弁　

定
時
性
・
運
行
状
況
・
速
達

性
・
大
量
輸
送
性
・
利
便
性
・
運
行

費
用
な
ど
に
お
い
て
鉄
道
が
有
利

で
あ
る
と
取
締
役
会
で
存
続
決
定

が
な
さ
れ
た
。
な
お
、通
学
定
期

の
補
助
事
業
を
来
年
度
予
算
に
組

み
込
み
た
い
。
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン

ド
ビ
ル
ド
で
通
学
生
の
足
を
守
り

た
い
。

　
関
連
質
問　

椎
葉
議
員

①
鉄
道
の
継
続
判
断
に
再
建
の
修

復
費
用
も
考
慮
し
て
い
る
か
。

答
弁　

国
か
ら
計
画
認
定
を
受
け

て
97
・
５
％
の
補
助
が
あ
る
。
く

ま
川
鉄
道
は
地
域
活
性
化
の
光
で

あ
り
過
疎
対
策
に
な
る
。

②
く
ま
川
鉄
道
へ
の
安
定
化
補
助

金
拠
出
の
見
通
し
は
。

答
弁　

安
全
を
確
保
し
、所
要
額

を
抑
え
て
町
村
負
担
が
減
る
よ
う

に
中
長
期
計
画
に
盛
り
込
む
。

関
連
質
問　

高
橋
議
員

復
旧
に
国
が
１
０
０
％
補
助
で
き

な
い
か
。

答
弁　

97
・
５
％
で
は
な
く

１
０
０
％
の
要
望
を
し
て
い
る
。

な
る
べ
く
高
率
補
助
を
い
た
だ
き

た
い
。

問答

録画中継

関
連
質
問　

黒
木
喜
己
男
議
員

人
吉
イ
ン
タ
ー
ま
で
の
バ
ス
路
線

の
見
直
し
は
。

答
弁　

産
交
バ
ス
に
連
結
が
う
ま

く
い
く
よ
う
要
望
し
、外
出
す
る

際
の
支
援
を
行
い
た
い

くま川鉄道・第４橋梁 くま川鉄道・川村付近
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朝・上りの通学バス



要
旨
１　

総
合
計
画
と
総
合
戦
略

の
一
本
化

答
弁　

総
合
戦
略
は
、
総
合
計
画

の
個
別
計
画
で
あ
る
こ
と
が
ま
ず

頭
に
あ
る
。
今
回
の
新
総
合
計
画

の
策
定
は
、
椎
葉
議
員
か
ら
ご
提

案
い
た
だ
い
た
町
長
の
任
期
に
合

わ
せ
た
改
正
に
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。従
来
は
10
年
計
画
で
あ
り
、

前
期
５
年
、後
期
５
年
だ
っ
た
が
、

今
回
の
総
合
計
画
は
、
町
長
の
任

期
に
合
わ
せ
て
４
年
の
２
サ
イ
ク

ル
、
８
年
で
や
っ
て
い
き
た
い
。

こ
れ
に
よ
り
、
町
長
の
マ
ニ
フ
ェ

ス
ト
を
こ
の
総
合
計
画
に
盛
り
込

む
こ
と
が
可
能
に
な
る
の
で
、
今

回
、
見
直
す
こ
と
に
し
た
。
た
だ

私
の
任
期
が
残
り
３
年
を
切
っ
て

き
て
い
る
の
で
、
今
回
は
前
期
３

年
後
期
４
年
と
い
う
か
た
ち
に
な

る
。

　

総
合
計
画
は
、
議
会
と
執
行
部

椎葉 弘樹 議員

録画中継

が
車
の
両
輪
と
し
て
、
策
定
段
階

や
効
果
検
証
の
段
階
で
十
分
な
審

議
を
行
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
、

今
後
と
も
、
議
会
議
員
の
皆
様
に

も
、
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら

進
め
て
い
き
た
い
。

要
旨
２　

形
骸
化
し
て
い
る
総
合

計
画
の
抜
本
見
直
し

答
弁　

椎
葉
議
員
よ
り
、
旧
来
の

総
合
計
画
の
形
骸
化
と
い
う
こ
と

で
、
手
厳
し
い
お
言
葉
を
い
た
だ

い
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
ま
で

議
会
に
お
い
て
も
、
先
輩
議
員
の

皆
様
に
、
こ
の
総
合
計
画
の
基
本

構
想
、
基
本
計
画
の
策
定
、
や
変

更
に
つ
い
て
議
決
も
い
た
だ
き
な

が
ら
、
こ
の
町
政
が
発
展
し
て
き

た
も
の
と
思
っ
て
い
る
。
新
総
合

計
画
に
つ
い
て
は
、
ビ
ジ
ョ
ン
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
、
ア
ク
シ
ョ
ン
な
ど

も
打
ち
出
し
な
が
ら
、
あ
る
べ
き

姿
、
わ
か
り
や
す
さ
も
含
め
な
が

ら
、
大
事
に
策
定
で
き
れ
ば
と

思
っ
て
い
る
。
す
で
に
、
担
当
課

に
は
、
私
の
思
い
を
伝
え
て
い
る

の
で
、
こ
れ
ま
で
と
違
っ
た
ス
タ

イ
ル
の
総
合
計
画
を
作
り
た
い
。

要
旨
３　

町
民
が
と
も
に
考
え
と

も
に
創
る
町
づ
く
り
、
我
が
家
に

１
冊「
総
合
計
画
」の
推
進

答
弁　

今
回
、
10
年
に
１
回
の
大

変
重
要
な
総
合
計
画
と
い
う
こ
と

で
認
識
し
て
い
る
。
現
場
第
一
主

義
と
い
う
こ
と
で
、
い
ろ
い
ろ
な

機
会
で
皆
様
に
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
関
係
機
関
と
も
十
分
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
今
回

の
計
画
書
を
策
定
し
た
い
。
他
の

自
治
体
に
お
い
て
も
丁
寧
な
扱
い

を
や
っ
て
い
る
町
村
も
あ
る
。
実

績
の
検
証
や
各
世
帯
へ
の
配
布

は
、
前
向
き
に
考
え
た
い
。

町
民
が
未
来
を
創
造
で
き
る

総
合
計
画
の
策
定
を

こ
れ
ま
の
ス
タ
イ
ル
と
違
う
総
合
計

画
を
策
定
し
各
世
帯
へ
配
布
し
た
い

問答

町民の皆様

Ｑ．総合計画の内容をご存じですか？

Ｑ．町づくりの方向性は見えていますか？
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豪
雨
災
害
の
被
害
①

豪
雨
災
害
の
被
害
②
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遠坂 道太 議員

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
の

復
旧
に
つ
い
て

農
家
の
負
担
を
減
ら
す
財
政

出
動
を
考
え
て
い
る

問答

要
旨
１　

農
地
、用
水
路
の
復
旧

は
。

答
弁　

農
業
関
係
全
体
で
被
害
件

数
は
１
２
６
件
で
あ
っ
た
。
そ
の

う
ち
、水
田
が
国
庫
補
助
で
取
り

扱
う
も
の
が
20
箇
所
程
度
、ま
た

多
面
的
支
払
い
機
能
で
行
う
も
の

が
10
箇
所
程
度
と
な
っ
て
い
る
。

畑
は
国
庫
補
助
事
業
で
取
り
扱
う

も
の
が
３
箇
所
、多
面
的
支
払
い

機
能
で
支
払
う
と
こ
ろ
が
３
箇
所

で
あ
っ
た
。
被
害
総
額
は
概
算
で

１
億
８
０
０
０
万
円
程
度
と
想
定

し
て
い
る
。

　

排
出
し
た
土
砂
の
置
き
場
は
、

２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
範
囲
を
標
準

と
し
て
設
計
し
て
お
り
、工
事
の

請
負
者
な
ど
が
所
有
す
る
土
場
が

通
常
で
、今
回
の
災
害
に
関
す
る

録画中継

廃
土
は
相
当
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
が
あ

る
と
考
え
て
お
り
、廃
土
先
の
用

地
を
町
内
な
ど
で
見
つ
け
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

農
地
の
復
旧
は
、基
本
的
に
は

来
年
の
田
植
え
ま
で
に
は
と
考
え

て
い
る
。
た
だ
、農
地
と
山
腹
が

隣
接
し
て
い
る
と
こ
ろ
や
、河
川

の
護
岸
の
崩
壊
に
よ
り
水
田
の
一

部
が
田
面
ま
で
が
壊
れ
た
と
こ
ろ

も
あ
り
、そ
の
部
分
の
復
旧
が
終

わ
ら
な
い
と
農
地
の
復
旧
に
移
れ

な
い
場
合
が
あ
る
の
で
、少
し
遅

れ
る
場
合
も
あ
る
。

農
家
の
負
担
が
で
き
る
か
ぎ
り
無

い
よ
う
な
財
政
出
動
を
考
え
て
お

り
、財
政
調
整
基
金
の
活
用
を
検

討
し
て
い
る
。
今
後
査
定
が
終
わ

り
、事
業
費
な
ど
が
判
明
す
れ
ば

補
正
予
算
の
上
程
と
な
る
の
で
、

そ
の
際
に
は
議
員
各
位
に
相
談
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。
農
地
・
農

業
用
施
設
限
定
の
話
で
あ
る
が
、

被
害
総
額
が
は
っ
き
り
し
な
い
状

態
で
あ
る
た
め
、し
っ
か
り
と
精

査
し
た
後
に
、議
員
各
位
と
協
議

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

山
の
整
備
な
ど
は
不
十
分
な
と

こ
ろ
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

流
木
関
係
も
あ
る
が
谷
止
め
な
ど

の
施
設
も
今
後
考
え
て
い
く
必
要

が
あ
る
。

関
連
質
問　

椎
葉
議
員　

今
回
の
災
害
復
旧
に
関
す
る
農
家

負
担
は
ゼ
ロ
に
す
る
と
い
う
考
え

か
。

答
弁　

今
回
の
大
災
害
に
限
り
そ

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
。
来
年
度

以
降
は
現
在
の
規
定
で
個
人
負
担

（
地
元
負
担
の
１/

２
、１/

４
）を

求
め
た
い
。

関
連
質
問　

森
山
議
員

廃
土
先
の
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

候
補
地
の
検
討
は
行
っ
て

い
る
が
、所
有
者
と
の
交
渉
は
こ

れ
か
ら
で
あ
る
。

関
連
質
問　

黒
木
喜
巳
男
議
員

大
谷
溜
池
に
堆
積
し
た
土
砂
の
対

応
は
。

答
弁　

災
害
復
旧
に
ど
の
く
ら
い

か
か
る
か
現
時
点
で
不
明
だ
が
、

い
ず
れ
に
せ
よ
土
砂
を
取
り
除
く

方
向
で
考
え
て
い
る
。



要
旨
１　

高
齢
者
の
感
染
防
止
対

策答
弁　

町
と
し
て
次
の
対
策
を

行
っ
た
。

◎�

公
民
分
館
な
ど
に
お
け
る
住
民

主
体
の
通
い
の
場（
い
き
い
き
運

動
ク
ラ
ブ
）の
活
動
自
粛
要
請

◎�

手
指
消
毒
液
の
配
布

◎�

自
宅
で
取
り
組
め
る
体
操
な
ど

の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
配
布

◎�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
に
配
慮
し
た

住
民
主
体
の
通
い
の
場（
い
き

い
き
運
動
ク
ラ
ブ
）の
取
り
組

み
を
実
施（
再
開
）す
る
た
め
の

留
意
事
項
を
配
布

◎�

湯
前
町
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
行
動
計
画（
平
成
26
年

12
月
制
定
、
令
和
２
年
４
月
15

日
一
部
変
更
）

◎�

湯
前
町
役
場
に
お
け
る
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
な
ど
発

生
時
の
感
染
防
止
対
策
を
制
定

◎�

国
、
県
か
ら
の
通
知
や
対
応
指

針
、
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
な
ど
を

活
用

　

社
協
、
福
寿
荘
、
美
空
な
ど
、

民
間
の
高
齢
者
施
設
に
お
い
て

も
、
そ
れ
ぞ
れ
に
対
策
を
実
施
し

て
い
る
。

　

事
業
所
へ
の
情
報
提
供
と
し
て

は
、高
齢
者
福
祉
施
設
に
限
ら
ず
、

児
童
福
祉
施
設
や
障
害
福
祉
施
設

へ
厚
生
労
働
省
や
熊
本
県
か
ら
の

通
知
な
ど
を
メ
ー
ル
転
送
や
資
料

を
配
布
す
る
な
ど
し
て
い
る
。

　

令
和
２
年
４
月
17
日（
金
）午
前

10
時
か
ら
、
湯
前
町
保
健
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て「
湯
前
町
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
協
議
会
」

を
開
催
し
た
。
対
策
協
議
会
の
構

成
メ
ン
バ
ー
は
、
湯
前
町
役
場
の

ほ
か
、
町
内
小
中
学
校
、
保
育
園
、

こ
ど
も
園
、
多
良
木
警
察
署
、
上

球
磨
消
防
組
合
、
社
会
福
祉
施
設

（
社
協
、
福
寿
荘
、
美
空
）、
医
療

機
関（
そ
の
だ
医
院
、
人
吉
市
医

師
会
、
球
磨
郡
医
師
会
）で
、
当

日
は
、
21
人
が
出
席
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関
す
る

経
緯
・
経
過
や
各
機
関
に
お
け
る

取
り
組
み
状
況
、
今
後
の
対
策
な

ど
に
つ
い
て
情
報
共
有
を
図
っ

た
。

要
旨
２　

医
療
・
福
祉
施
設
へ
の

支
援
の
現
状

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

（
１
次
申
請
分
）に
お
い
て
、「
湯

前
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
商
工
業
経
営
持
続
化
支
援

金
事
業
」が
あ
る
。
こ
れ
は
、「
新

型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
い
影
響

を
受
け
、
連
続
し
た
前
年
同
２
か

月
比
で
売
り
上
げ
が
15
％
以
上
減

少
し
た
事
業
者
に
対
し
、
売
り
上

げ
減
少
額
の
３
分
の
１
を
補
助
す

る
。」と
い
う
事
業
で
、
上
限
30
万

円
。
今
の
と
こ
ろ
、申
請
は
な
い
。

　

９
月
４
日
に
聞
き
取
り
。
通
所

介
護（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）、
訪
問
介

護（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
）、
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
に
関
連
し
て
大
き
な
影
響

は
出
て
い
な
い
と
の
こ
と
。

　

町
独
自
の
助
成
と
し
て
は
、
町

備
蓄
品
の
手
指
消
毒
液
を
配
布
。

保
健
セ
ン
タ
ー
に
備
蓄
し
て
い
る

マ
ス
ク
を
町
内
の
医
療
機
関
、
社

会
福
祉
施
設
な
ど
に
配
布
し
た
。

こ
の
他
、
県
の
備
蓄
マ
ス
ク
や
手

指
消
毒
液
を
保
健
セ
ン
タ
ー
経
由

で
配
布
し
た
。

　

町
内
の
医
療
機
関
窓
口
に
エ
チ

ケ
ッ
ト
パ
ネ
ル（
ア
ク
リ
ル
板
）合

計
４
台
を
設
置
。
医
科
、
歯
科
に

要
望
を
聞
き
、
防
護
服
や
フ
ェ
イ

ス
シ
ー
ル
ド
、
サ
ー
ジ
カ
ル
ガ
ウ

ン
、
消
毒
液
な
ど
を
購
入
し
、
配

布
。
そ
の
他
、
不
織
布
マ
ス
ク
、

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
製
剤
を

配
布
。

高橋 一雄 議員

新型コロナ対策は

高齢者や医療・福祉施設
への対応を行う

問

答 録画中継

感染防止対策を実施している医療機関の窓口
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一 般 質 問

味岡　恭 議員

令
和
２
年
７
月
豪
雨
に
関
す
る
復
旧
・

復
興
体
制
、今
後
の
環
境
整
備
は

専
門
の
係
を
設
置
し
専
門
職

員
を
配
置

問答

要
旨
１　

災
害
復
旧
の
対
応
は 

、

ど
の
よ
う
な
体
制
で
行
う
の
か
。

答
弁　

職
員
の
人
事
異
動
を
行

い
、農
林
振
興
課
と
建
設
水
道
課

に
そ
れ
ぞ
れ
災
害
復
旧
係
を
設
置

し
、専
任
の
職
員
を
２
人
配
置
し

た
。
当
然
こ
の
体
制
で
は
人
員
が

不
足
す
る
の
で
、県
庁
の
市
町
村

課
を
通
じ
て
、ほ
か
の
自
治
体
か

ら
の
応
援
職
員
を
４
人
ほ
ど
要
請

し
た
が
、新
型
コ
ロ
ナ
対
策
や
熊

本
地
震
の
復
興
の
影
響
に
よ
り
状

況
は
厳
し
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、と
り
あ
え
ず
事
務
の
で

き
る
人
材
を
会
計
年
度
任
用
職
員

と
し
て
各
係
２
人
ず
つ
雇
用
し
た

い
と
考
え
て
い
る
。

録画中継

要
旨
２　

国
・
県
の
代
行
に
よ
る 

災
害
復
旧
工
事
を
お
願
い
で
き
な

い
も
の
か
。

答
弁　

こ
の
度
の
災
害
で
は
よ
り

被
害
が
大
き
か
っ
た
球
磨
村
の
道

路
４
路
線
と
人
吉
の
西
瀬
橋
な
ど

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
被
害
状

況
な
ど
地
域
の
実
情
を
勘
案
し

て
、高
度
な
技
術
が
必
要
な
場
合

な
ど
が
対
象
と
な
る
が
、本
町
の

被
災
状
況
が
代
行
の
対
象
と
な
る

ま
で
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　

た
だ
し
、町
内
で
国
・
県
が
所
管

す
る
箇
所
に
つ
い
て
は
、国
・
県
が

行
う
こ
と
に
な
る
。

要
旨
３　

甚
大
な
被
害
の
要
因

は
、猛
烈
な
集
中
豪
雨
の
他
に
も 

本
町 

が
や
る
べ
き
役
割
が
あ
る

の
で
は
。

答
弁　

球
磨
管
内
に
お
い
て
、「
次

世
代
に
つ
な
ぐ
球
磨
の
森
づ
く
り

ル
ー
ル
」と
い
う
も
の
を
作
成
し
、

適
切
な
森
林
施
業
の
確
保
、路
網

の
整
備
、排
水
対
策
に
関
す
る
留

意
事
項
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

　

ま
た
、県
の
林
務
関
係
を
中
心

に
、森
林
環
境
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行

い
、土
砂
流
出
の
形
跡
が
見
ら
れ

れ
ば
、排
水
処
理
の
改
善
確
認
な

ど
の
全
体
講
習
会
開
催
な
ど
の
対

策
が
取
ら
れ
て
い
る
。

　

な
お
、必
要
に
応
じ
て
、山
止
め

な
ど
の
治
山
施
設
を
、県
に
要
望

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

要
旨
４　

災
害
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
、関
係
市
町
村
は
森
林
環
境
譲

与
税
の
配
分
増
額
を
、国
に
要
望

す
べ
き
で
は
。

答
弁　

本
議
会
で
も
地
元
選
出
国

会
議
員
へ
要
望
さ
れ
て
い
る
が
、

県
の
町
村
会
で
も
見
直
し
の
要
望

を
お
願
い
し
て
い
る
。
今
後
も
継

続
し
て
要
望
し
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
議
会
の
力
添
え
も
い
た
だ

き
た
い
。

関
連
質
問　

森
山
議
員

町
道
牧
良
線
の
路
肩
崩
落
は
現
状

の
ま
ま
で
大
丈
夫
な
の
か
。

答
弁　

毎
日
、町
道
の
安
全
確
認

を
行
わ
せ
、復
旧
工
事
の
状
況
は

旬
報
な
ど
で
地
元
住
民
の
方
々
に

お
伝
え
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

庁舎外に設置した災害対策チーム
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委 員 会

委 員 長 遠坂道太

副委員長 黒木龍次

委　　員 山下力、味岡恭、椎葉弘樹

9月11日

経済建設常任委員会

委 員 長 森山宏

副委員長 黒木龍次

委　　員 黒木喜巳男、高橋一雄、味岡恭

8月7日　　9月14日

総務常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎商品券発行事業
◎マイナンバーカード

令和2年度プレミアム商品券
プレミアム率 30％

▼ 例年５万円上限のところを３万円にして、町民
全員へ行渡るようにします。（売れ残った分は、追
加購入が可能）　使用期限は１２月末。

▼未使用の商品券（タンス商品券）をプレミアム商
品券と引換えて減らす取り組みの現状は、減少率
４．５％。

次の所管事務を調査しました。
◎林業成長産業化地域創出モデル事業

林業成長産業化の計画変更
今年度の事業費８２５０万円

▼ 令和２年度のモデル事業は、湯前木材事業協同
組合の丸太熱処理施設２基の整備が計画されてい
ます。県議会の９月定例会で予算が成立した後、
町に計画承認と内示が通知される予定です。

▼当初計画されていた湯前木材事業協同組合の製
材所新設は、計画が取り下げられました。この計

画変更により雇用の確保はなくなりますが、地域
製材所との連携した生産体制が可能になります。

マイナンバー制度
カード取得率 14.6％　国・県　約 20％

▼ マイナンバーカードを持つと、令和３年３月よ
り「健康保険証として利用」「医療費控除や高額医
療申請の手続不要」「所得税の電子申告」などが利
用できるようになります。特に身分証明書に有効
です。

▼マイナンバーカードを取得しマイナポイントを
予約すると、1人５０００円分（上限）のポイントが
もらえます。（対象期間：９月１日～翌年３月３１
日）

▼キャッシュレス決済カードで２万円のチャージ
または買物をすると付与されます。マイナンバー
カード申請は簡単です。役場窓口で申請後、１か
月後に受け取れます。

奥球磨みらいのもり創造協議会ＨＰ
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委 員 会

8月5日　9月14日

厚生文教常任委員会

次の所管事務を調査しました。
◎学校ＩＣＴ教育の現状
◎まんが美術館の運営

１人１台のＰＣ・タブレットの整備
ＧＩＧＡスクール構想で令和２年度中に実施

▼ ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けて、情報教
育の全体計画「令和元年度　湯前学校経営案」を策
定。情報機器の活用や情報モラルを身につけた子
どもの育成を目指しています。

▼国（文科省）の令和２年度補正予算は２２９２億
円。
　①１人１台端末の早期実現：１９５１億円
　②学校ネットワーク環境の整備：７１億円
　③�家庭学習のための通信機器整備支援：１４７億
円

　④遠隔学習機能の強化：６億円
　⑤�ＧＩＧＡスクールサポーター配置支援：
１０５億円

　⑥�障害のある子ども向け入出力装置の整備：
１０億円　など

学校ＩＣＴ教育の現状
機器の整備状況
①湯前小学校　児童数：１８２人
　�ＰＣ・タブレットの整備数は６０台 ( ＩＰａｄ
４０台、ＰＣ２０台 )。不足分のタブレット端末
と校内ＬＡＮを令和２年度に整備予定。
②湯前中学校　生徒数：８９人
　�ＰＣ・タブレットの整備数は１１０台（キーボー
ド分離型タブレット６０台（キーボード有）、キー
ボード一体型タブレット４０台、予備機１０台 )

ＩＣＴ授業の割合
①�湯前小学校　授業総時数６３６０のうち、ＰＣ・
タブレット使用時数は４２１（使用率６．６％）
②湯前中学校　授業総時数２９３０のうち、ＰＣ・

委 員 長 椎葉弘樹

副委員長 高橋一雄

委　　員 金子光喜、森山宏、遠坂道太

タブレット使用時数は４５２（使用率１５．４％）

各家庭のインターネット環境（アンケート調査）
◎Ｗｉ－Ｆｉ環境がある世帯数：１０４（６３％）
◎Ｗｉ－Ｆｉ環境がない世帯数：　２６（１６％）
　※未回答２１％

児童・生徒の推移予測
　小学校の児童数と中学校の生徒数の合計は、令
和 3年度の２７９人をピークに減少し、令和８年
度で２１７人になる予測。
※５年間で約２割の減少

令和２年度　学校ＩＣＴ教育関係事業
新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付
金事業

▼ 6 月補正予算時は、学校の情報環境整備（ＧＩ
ＧＡスクール構想加速化事業）１５００万円を計
上。そのうち、１４００万円でタブレット１４０
台を購入。（小学校のタブレット１２５台、教諭指
導用１５台）

遠隔授業

▼ インターネット環境がない世帯には、ＩＣＴ支
援員によるＷｉ－Ｆｉ接続などの支援が検討され
ています。

▼遠隔授業を実施する場合、小中学生がいる世帯
のインターネット使用料を減免する方向で検討中
です。

▼遠隔授業の対応が可能となる時期は、機材の入
手やネット環境の準備を考えると、年明けになる
予定です。

ＩＣＴ機器を活用する中学生
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農
業
公
社
の
検
討
延

期農
業
振
興
策
検
討
会
な
ど

【
農
林
振
興
課
】

延
期
理
由

▼
全
国
的
に
広
が
り
を
見
せ
て
い

る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
、
３
密
対
策
を
行

い
つ
つ
規
模
の
縮
小
に
よ
り
開
催

し
、検
討
会
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
に
よ

り
、
農
地
お
よ
び
農
林
業
施
設
に

多
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、
早
急

な
復
旧
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

▼
本
来
で
あ
れ
ば
、
農
業
公
社
事

業
の
見
直
し
検
討
お
よ
び
湯
前
町

農
業
振
興
策
検
討
に
つ
い
て
も
本

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応

地
方
創
生
臨
時
交
付
金

の
使
途
計
画（
案
）

【
企
画
観
光
課
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

対
す
る
地
方
支
援
と
し
て
、
国
か

ら
の
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
の
第

２
弾
が
交
付
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
を

全　員
協議会
6月30日、 7月29日
8月20日、 8月31日

9月10日

全 員 協 議 会

町
に
お
い
て
重
要
な
課
題
で
す
。

早
急
な
災
害
復
旧
の
観
点
か
ら
、

復
旧
の
目
途
が
立
つ
ま
で
両
検
討

会
に
つ
い
て
は
延
期
も
や
む
を
得

な
い
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
過

◎
湯
前
町
農
業
公
社

▼
本
年
度
は
、
昨
年
度
、
農
業
委

員
会
・
認
定
農
業
者
・
農
業
公
社

会
員
・
集
落
営
農
代
表
者
な
ど
か

ら
い
た
だ
い
た
意
見
を
参
考
に

「
農
業
公
社
の
あ
り
方
」と「
事
業

内
容
の
具
現
化
」を
盛
り
込
ん
だ

実
行
計
画
を
策
定
す
る
予
定
で
し

た
。

▼
主
に
、①
農
業
公
社
の
人
材（
事

務
局
体
制
）と
運
営
資
金
関
係 
②

農
作
業
へ
の
人
的
支
援
業
務 

③

国
事
業
の
広
域
化
の
事
務
局
な
ど

を
検
討
し
て
お
り
、
12
月
ま
で
に

内
容
を
取
り
ま
と
め
、
議
員
各
位

へ
報
告
す
る
予
定
で
し
た
。

◎
農
業
振
興
検
討
委
員
会

▼
本
年
度
は
、
今
年
５
月
に
９
人

の
委
員
へ
町
長
よ
り「
湯
前
町
農

業
振
興
プ
ラ
ン
の
策
定
に
つ
い

て
」、「
湯
前
町
農
業
公
社
の
具
現

化
に
つ
い
て
」が
諮
問
さ
れ
ま
し

た
。

▼
こ
の
農
業
振
興
検
討
委
員
会

は
、
町
の
農
業
関
係
各
種
の
振
興

施
策
な
ど
に
つ
い
て
、
調
査
・
検

討
す
る
機
関
で
す
。

▼
農
業
関
係
者
の
現
場
の
意
見
な

ど
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
湯
前
町

総
合
計
画
、
総
合
戦
略
、
人
農
地

プ
ラ
ン
な
ど
の
各
種
計
画
書
を
提

出
し
、
各
委
員
が
持
っ
て
い
る
農

業
問
題
や
対
策
、
農
林
振
興
課
の

考
え
な
ど
を
取
り
ま
と
め
、
こ
れ

ま
で
策
定
し
て
い
な
か
っ
た「
湯

前
町
農
業
振
興
プ
ラ
ン
」を
策
定

し
ま
す
。
こ
の
プ
ラ
ン
に
は
、
湯

前
町
農
業
公
社
の
具
現
化
に
対
す

る
意
見
も
反
映
す
る
予
定
で
す
。

受
け
る
た
め
の
使
途
計
画（
案
）

を
所
管
課
で
検
討
し
ま
し
た
。

（
１
０
０
０
万
円
を
超
え
る
事
業

を
抜
粋
）

湯
前
地
域
活
力
応
援
給

付
金
７
６
６
２
万
円

　

感
染
拡
大
の
第
２
波
・
第
３
波

に
備
え
、
各
家
庭
で
の
準
備
を
促

す
た
め
、
本
町
在
住
の
方
に
定
額

給
付
金
を
支
給
し
ま
す
。こ
れ
は
、

国
が
実
施
し
た
特
別
定
額
給
付
金

の
町
単
独
版
で
、
定
額
２
万
円
／

人
を
給
付
し
ま
す
。

子
育
て
世
帯
へ
の
臨
時

給
付
金
１
０
４
０
万
円

　

影
響
を
受
け
て
い
る
子
育
て
世

帯
に
給
付
を
し
て
、
地
域
経
済
の

持
続
を
図
り
ま
す
。

湯
前
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
農
林
業

経
営
持
続
化
支
援
事
業

（
拡
充
）１
５
０
０
万
円

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
い
影
響
を
受
け
た
町
内
農

林
事
業
者
に
対
し
、
町
が
支
援
金

の
交
付
を
行
う
こ
と
で
、
事
業
者

の
持
続
的
な
経
営
の
安
定
を
図
り

ま
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
に
伴
い
連
続
す
る
前
年
同
３
か

月
比
で
売
上
が
15
％
以
上
減
少
し

た
農
林
業
者
に
対
し
て
、
売
上
げ

減
少
額
の
３
分
の
１
を
補
助
し
ま

す
。

※�

対
象
期
間　

令
和
２
年
１
月
～

令
和
２
年
12
月

農
業
経
営
継
続
支
援
対

策
機
械
等
利
用
事
業

１
９
０
６
万
円

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
の
影
響
で

農
業
生
産
の
意
欲
が
低
下
す
る

中
、
農
作
物
の
生
産
・
管
理
を
行

う
上
で
、
圃
場
周
辺
の
除
草
は
重

要
か
つ
重
労
働
と
な
り
、
危
険
も

伴
う
の
で
、
自
走
式
の
草
刈
り
機

な
ど
を
町
が
購
入
し
無
償
で
貸
し

出
し
を
行
い
、
農
作
業
の
安
全
性

と
省
力
化
、
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
と
し
ま
す
。

▼
機
械
管
理
倉
庫
を
併
せ
て
整
備

し
、
農
業
経
営
継
続
支
援
を
図
る

事
業
と
し
ま
す
。
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教
育
課
所
管
工
事

【
教
育
課
】

湯
前
町
農
村
環
境
改
善

セ
ン
タ
ー
大
集
会
場
改

修
工
事

◎
請
負
者　
（
有
）高
木
工
務
店

◎
請
負
額　

１
億
９
５
６
万
円

◎
工
期　

令
和
２
年
12
月
25
日

 

改
修
中
の
改
善
セ
ン
タ
ー
内
観

湯
前
中
学
校
外
部
改
修

工
事

◎
請
負
者　

丸
昭
建
設（
株
）

◎
請
負
額　

８
９
６
５
万
円

◎
工
期　

令
和
２
年
12
月
末

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
対
策

緊
急
支
援
資
金
の
申
請

【
農
林
振
興
課
】

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
を
受
け
て
経
営
が
悪
化
し

た
農
林
漁
業
者
が
、
今
後
の
経
営

に
支
障
を
来
さ
な
い
よ
う
、
保
証

料
不
要
で
５
年
間
の
無
利
子
貸
付

制
度
を
熊
本
県
独
自
で
創
設
し
ま

し
た
。

◎�

対
象
者　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
影
響
を
受
け
て
、

農
林
漁
業
収
入
が
前
期
よ
り

10
％
以
上
減
少
し
た
、
ま
た
は

10
％
以
上
減
少
が
見
込
ま
れ
る

農
林
漁
業
者

◎
貸
付
対
象　

運
転
資
金

◎
貸
付
限
度
額　

１
０
０
０
万
円

◎
貸
付
金
利（
〜
４
月
20
日
現
在
）

　

１
．
50
％

◎
利
子
補
給
期
間 

５
年
間

◎�

償
還
期
間（
据
置
）　

10
年
以
内

（
３
年
以
内
）

全 員 協 議 会

地
元
産
材
活
用
支
援
事

業
１
９
２
５
万
円

　

庁
舎
内
や
学
校
な
ど
の
公
共
施

設
の
木
質
化
を
図
る
こ
と
で
、
地

産
地
消
の
地
域
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。
町
内
の
公
共
施
設
の
床
や

キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
木
製
化
す
る
た

め
に
か
か
る
費
用
で
す
。

湯
前
町
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
策
商
工
業

経
営
持
続
化
支
援
金
事
業

（
拡
充
）１
３
９
２
万
円

▼
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
伴
い

影
響
を
受
け
た
事
業
者
に
対
し
、

町
が
支
援
金
の
交
付
を
行
う
こ
と

で
事
業
者
の
持
続
的
な
経
営
の
安

定
を
図
り
ま
す
。

▼
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
に
よ
り
、
前
年
同
月
比
で

売
り
上
げ
が
15
％
以
上
減
少
し
た

商
工
業
者
に
対
し
て
、
売
り
上
げ

減
少
額
の
３
分
の
１
を
補
助
し
ま

す
。

※
比
較
対
象
期
間　

令
和
２
年
１

月
～
令
和
３
年
２
月

湯
前
駅
レ
ー
ル
ウ
イ
ン

グ
・
湯
前
ま
ん
が
図
書
館

改
修
事
業

１
３
０
０
万
円

　

施
設
の
規
模
が
小
さ
く
、
３
密

が
避
け
ら
れ
な
い「
湯
前
ま
ん
が

図
書
館
」の
環
境
を
改
善
す
る
た

め
、
湯
前
駅
レ
ー
ル
ウ
イ
ン
グ
に

夏
冬
を
除
く
中
間
期
に
対
応
で
き

る
屋
外
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
こ

と
で
、
よ
り
快
適
で
、
付
加
価
値

の
高
い
空
間
を
創
出
し
ま
す
。
人

工
芝
・
ラ
バ
ー
マ
ッ
ト
敷
設
、
テ

ン
ト
・
タ
ー
プ
・
ド
ー
ム
空
間
を

整
備
し
ま
す
。

湯
前
中
学
校
体
育
館
ト

イ
レ
新
設（
湯
前
中
学
校

事
業
）１
８
０
０
万
円

　

災
害
時
避
難
所（
中
学
校
体
育

館
）の
３
密
回
避
の
た
め
の
機
能

改
善（
屋
内
ト
イ
レ
整
備
）で
す
。

住
民
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

第
６
次　

総
合
計
画

【
企
画
観
光
課
】

◎
対
象
者　

３
２
８
２
人

　
　
　
　
　
（
１
４
９
０
世
帯
）

◎
回
収
数　

２
３
３
７

　
　
　
　
　
（
う
ち
白
紙 

71
）

◎
回
収
率　

71
・
２
％

 

ま
ち
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
報
告
書

 

改
修
中
の
中
学
校
外
観
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ソーシャルディスタンスの研修会場

研 修 ・ 議 員 派 遣

10
月
２
日

講
師
：
防
災
シ
ス
テ
ム
研
究
所　

　
　
　

所
長　

山
村　

武
彦　

氏

演
題
：「�

こ
れ
か
ら
の
防
災
の
あ

り
方
」

　

以
降
、
研
修
内
容
の
重
要
ポ
イ

ン
ト
を
示
し
ま
す
。（
防
災
シ
ス

テ
ム
Ｈ
Ｐ
か
ら
一
部
引
用
）

◎
分
散
避
難

感
染
症
×
大
規
模
災
害(

複
合
災

害
時)

▼
身
体
の
不
自
由
な
人
や
、
妊
産

婦
、
乳
幼
児
、
高
齢
者
、
傷
病
者

な
ど
の
災
害
時
要
配
慮
者
は
福
祉

避
難
所
に
避
難
し
ま
す
。

▼
37
．５
度
以
上
の
発
熱
が
あ
る

人
や
感
染
症
の
症
状
が
あ
る
人
、

体
調
不
良
の
人
は
、
と
り
あ
え
ず

安
全
な
場
所
に
移
動
し
、
か
か
り

つ
け
医
、
保
健
所
、
緊
急
医
療
セ

ン
タ
ー
、
災
害
対
策
本
部
な
ど
に

連
絡
し
指
示
に
従
っ
て
下
さ
い
。

▼
危
険
が
迫
っ
て
い
る
と
判
断
し

た
場
合
や
、
避
難
勧
告
、
避
難
指

示
な
ど
が
発
令
さ
れ
た
地
域
で
、

避
難
す
べ
き
と
判
断
し
た
場
合

も
、
選
択
肢
は
避
難
所
だ
け
で
は

な
く
、
近
く
の
公
民（
分
）館
、
車

熊
本
県
町
村
議
会
議
員

研
修
会

中
避
難
、
親
戚
・
知
人
宅
避
難
な

ど
の
分
散
避
難
を
考
え
ま
し
ょ

う
。

▼
感
染
拡
大
の
懸
念
が
あ
る
中

で
、
不
特
定
多
数
の
人
達
が
集
ま

る
３
密
と
な
る
場
所
は
極
力
避
け

る
行
動
も
大
切
で
す
。

◎
在
宅
避
難
生
活
訓
練

自
宅
の
安
全
が
確
認
で
き
た
ら
原

則
は
在
宅
避
難

　

コ
ロ
ナ
禍
の
第
２
波
３
波
が
懸

念
さ
れ
る
今
、
も
し
、
地
震
、
風

水
害
、
土
砂
災
害
な
ど
の
大
規
模

災
害
が
発
生
し
た
時
、
自
宅
の
安

全
が
確
認
で
き
た
人
は
在
宅
避
難

が
原
則
で
す
。
電
気
、
水
道
な
ど

の
イ
ン
フ
ラ
が
止
ま
っ
た
と
し
て

も
、
慣
れ
な
い
場
所
よ
り
も
自
宅

方
が
よ
く
眠
れ
ま
す
。
そ
の
た
め

に
も
水
・
食
料
・
ト
イ
レ
な
ど
の

備
蓄
は
７
日
分
必
要
で
す
。
で
き

れ
ば
、
電
気
・
水
道
・
ガ
ス
・
通

信
が
止
ま
っ
た
と
し
て
、
２
泊
３

日
で
暮
ら
し
て
み
る
こ
と
を
お
勧

め
し
ま
す
。

◎
認
知
心
理
バ
イ
ア
ス

凍
り
つ
き
症
候
群
に
な
ら
な
い
準
備

▼
例
え
ば
、
煙
が
充
満
し
つ
つ
あ

る
の
に
な
ぜ
避
難
し
な
か
っ
た
の

か
、
津
波
警
報
、
洪
水
警
報
、
避

難
勧
告
が
発
表
さ
れ
て
も
多
く
の

人
々
が
避
難
し
な
い
の
は
な
ぜ
で

し
ょ
う
か
。
こ
う
し
た
緊
急
時
に

お
け
る
人
間
の
心
理
を
検
証
し
、

行
動
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
組
み
込
ま
な

い
限
り「
安
全
の
死
角
」を
な
く
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
あ
る
医
療
雑
誌
に
発
表
さ
れ
た

イ
ギ
リ
ス
の
心
理
学
者
ジ
ョ
ン
・

リ
ー
チ
博
士
の
研
究
に
よ
る
と
、

運
悪
く
不
意
の
災
害
に
見
舞
わ
れ

た
時
、
人
の
取
る
行
動
は
次
の
３

つ
に
分
か
れ
ま
す
。

①�

落
ち
着
い
て
行
動
で
き
る
人
＝

10
～
15
％

②�

我
を
失
っ
て
泣
き
叫
ぶ
人
＝

15
％
以
下

③�

シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
陥
り
呆
然
と

し
て
何
も
で
き
な
い
状
態
に
な

る
人
＝
70
～
75
％

▼
発
災
時
に
シ
ョ
ッ
ク
状
態
に
陥

り
、
呆
然
と
し
て
何
も
で
き
な
い

状
態
に
陥
る
の
が「
凍
り
つ
き
症

候
群
」で
す
。

◎
安
全
ゾ
ー
ン

家
庭
や
職
場
に
予
め
設
置

▼
緊
急
地
震
速
報
が
鳴
っ
た
時
、

地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た
時
、「
火

を
消
し
、
机
の
下
に
身
を
隠
す
」

な
ど
と
答
え
る
人
が
多
い
で
す
。

実
際
に
は
、「
ア
ッ
！
地
震
」な
ど

と
言
い
な
が
ら
何
も
で
き
て
い
な

い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

▼
地
震
発
生
時
は
机
や
食
卓
な
ど

の
下
に
身
を
隠
す
事
が
奨
励
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
も

間
違
い
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
古
い
木
造
家
屋
で
あ
れ
ば
、

家
が
つ
ぶ
れ
る
と
机
も
つ
ぶ
れ
る

危
険
性
が
あ
り
ま
す
。
つ
ぶ
れ
な

い
ま
で
も
、
ド
ア
が
変
形
し
た
り

天
井
が
落
下
し
た
り
し
た
場
合
、

テ
ー
ブ
ル
の
下
に
い
た
ら
閉
じ
込

め
ら
れ
て
し
ま
う
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。

▼
家
庭
や
職
場
の
中
で
数
秒
か

ら
十
秒
以
内
に
退
避
で
き
る
場

所
、
一
時
的
に
退
避
で
き
る「
安

全
ゾ
ー
ン
」を
予
め
設
置
し
て
お

く
こ
と
が
重
要
で
す
。「
安
全
ゾ
ー

ン
」と
は
、
転
倒
落
下
物
、
ガ
ラ

ス
飛
散
な
ど
の
少
な
い
、
閉
じ
込

め
ら
れ
な
い
場
所
の
こ
と
で
す
。

ご
家
庭
で
一
般
的
な
安
全
ゾ
ー
ン

は
玄
関
で
す
。
緊
急
地
震
速
報
や

地
震
の
揺
れ
を
感
じ
た
ら
、
直
ち

に
玄
関
に
行
き
ド
ア
を
開
け
て
か

ら
靴
を
履
く
こ
と
。
そ
の
日
頃
か

ら
の
準
備
が
必
要
で
す
。

◎
互
近
助

ひ
と
は
一
人
で
は
生
き
て
い
け
な
い

▼「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自
分

で
対
応
」が
基
本
で
す
。
し
か
し
、

身
体
が
不
自
由
で
あ
れ
ば
自
分
で

で
き
る
こ
と
に
限
り
が
あ
り
ま

す
。
い
ず
れ
歳
を
取
れ
ば
誰
で
も

助
け
ら
れ
る
人
に
な
り
ま
す
。
元

気
な
う
ち
は
少
し
で
も
助
け
る
人

に
な
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
困
っ

て
い
る
な
、変
だ
な
と
思
っ
た
ら
、

近
く
に
い
る
人
が
た
め
ら
わ
ず
に

声
を
か
け
、
助
け
る
人
に
な
る
、

傍
観
者
に
な
ら
な
い
心
、
そ
れ
が

「
近
助
」で
す
。　

▼
大
規
模
災
害
時
は
、
防
災
関
係

機
関
が
す
ぐ
に
全
て
の
被
災
者
宅

に
駆
け
つ
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
。
公
助
に
は
限
界
が
あ
り
ま

す
。
少
子
高
齢
化
時
代
は
、
み
ん

な
で
助
け
合
う
共
助
と
共
に
、
近

助
と
い
う
思
い
や
り
の
心
が
浸
透

し
て
い
け
ば
、
こ
れ
か
ら
も
ず
っ

と
住
み
続
け
た
い
ま
ち
に
な
る
の

で
す
。
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新型コロナと豪雨災害の影響
臨時会後の全員協議会で報告

▼ 令和２年第３回定例会が、８月２７日に開かれ
ました。会議の主な内容は、令和２年７月豪雨の
災害関連でした。

▼豪雨災害で被災した汚泥再生処理センター（ア
クアパーク）の対応として、当該基金３億４９４
１万７０００円を全額取り崩しました。免田中継
槽などを含む災害対応で１億４０４２万５０００
円を支出し、残り２億８９９万２０００円を予備
費に計上しました。アクアパークは、２ｍ４０ｃｍ
の高さまで浸水したため、地下ポンプ、処理棟と
資源化棟および管理棟の１階部分が冠水し、完全
に施設稼働が停止しました。９月に仮復旧し、来
年４月に本復旧を目指します。なお、被災した人
吉市と下球磨のし尿・浄化槽汚泥は、アクアパー
クが稼働するまでの間、免田中継槽で受け入れ、
外部委託により球磨川上流浄化センターおよび８
月３日から水俣市の㈱アール・ビー・エスへ運搬
して処理を行っています。

▼人吉球磨クリーンプラザは、法面３箇所が崩落
し、被害額が約２８０万円との報告を受けました。
また、豪雨災害により、可燃ごみ・不燃ごみが増
加したため、人吉市・球磨村・錦町・あさぎり町・
相良村５市町村の可燃ごみについて、九州各地の
焼却施設へ運搬し、処分を委託しました。

▼人的被害の状況が報告され、人吉市２０人、球
磨村２５人、計４５人の死亡者のうち、４０人を
人吉・免田および水上火葬場で受け入れ、災害救
助法の適用を受けた被災者対応として、使用料の
減免を行ったとのことです。

▼一般会計補正予算では、福寿荘特別会計の廃止
に伴う歳計剰余金１億５６０６万４０００円を予

新型救急車配備へ
人吉球磨へ広域支援出動

▼令和２年第３回臨時会が８月２４日に開かれま
した。

▼損害保険協会より寄贈された車両について、救
急車としての艤装および高度救命処置資器材を整
備する事業の随意契約を承認しました。
◎契約先　熊本トヨタ自動車㈱
◎契約金額　２億２６１６万円

▼先般の豪雨災害の広域支援として、人吉球磨消
防組合管内への救助出動や、約半月の救急隊１隊
（３人）の派遣などが報告されました。

〈上球磨消防議員　金子〉

人吉球磨広域行政組合議会

上球磨消防組合議会

公立多良木病院企業団議会

病院の経営改善を問う
地域医療構想に期待

▼ 令和２年第３回定例会が、８月２６日に開かれ
ました。議案3件(条例２件、令和２年度補正予算１
件)、令和元年度の決算認定５件を、全会一致で可決
しました。

▼令和元年度の決算は、球磨郡公立多良木病院企
業団病院事業、介護老人保健施設事業および総合
健診センター事業会計の３事業で、１億７００７万
円の純損失となりました。

▼一般質問は３人の議員が行い、本町からは遠坂
議員が「病院経営コンサルの取り組み」について執
行部の考えを質しました。

▼現在、公立多良木病院では、地域医療圏構想の役
割分担を明確にして、各施策に力を入れています。
今後も病院と地域が連携し、安心し暮らせる病院
経営を目指していくことが課題です。

〈公立病院議員　味岡・遠坂〉指差し箇所まで浸水したアクアパーク１階

一 部 事 務 組 合

備費へ計上することを、全会一致で可決しました。
令和元年度の決算認定３件については、「決算特別
委員会」に付託し、委員長に水上村議会の荒嶽議員
が選出されました。

▼毎年９月に行われる議員視察研修は、新型コロ
ナウイルスの影響で中止となりました。

＜広域行政議員　黒木喜・椎葉＞



　本委員会では、４年間にわたり『住民に見える議会』を目指して、議会の活動状況を余すところ
なくお伝えしてきました。議会だよりを見れば、町行政の課題や取り組みなどが分かるように心が
けてきました。
　次に示す項目は、熊本県内において“本町だけ”あるいは“数少ない取り組み”であり、他町村との
差別化を図りました。
　◎表紙と特集の連動　◎関連質問　◎ＹｏｕＴｕｂｅ動画配信　など

　本町の議会だよりは、まだまだ進化の途中です。次なる課題は、『住民が参加しやすい議会』です。
まずは住民の皆様からのご意見やご要望などを受けやすくする仕組みができればと考えています。

　これまで『ゆのまえ議会だより』にご協力いただいた
皆様とご愛読いただいた皆様に感謝の言葉を申し上げ、
議会だより調査特別委員会の活動を終了します。
　４年間、ありがとうございました。

（委員長　椎葉  弘樹）

湯前町議会のホームページもご覧ください。湯前町議会

「住民の声」にご協力いただける方は、議会事務局までお電話下さい。☎0966-43-4111

テーマを設定し、年４回にわたり住民の皆様から意見をいただ
いてきました。ご協力いただいた皆様、ありがとうございます。
今回は、議会だより調査特別委員会の最終号として、委員長の
挨拶を掲載させていただきました。

議会だより調査特別委員会を終えてテーマ

◆議会だより調査特別委員会
　私たちが編集しました。　委 員 長　椎葉　弘樹
　　　　　　　　　　　　　副委員長　金子　光喜
　　　　　　　　　　　　　委　　員　森山　　宏
　　　　　　　　　　　　　委　　員　遠坂　道太

▼秋冷の候　稲穂も実り収穫の期を迎えました。今年
はコロナ禍で事業・行事の中止・縮小を余儀なくされ、
経済産業も冷え込み終息の見込みが立たない中、７月
豪雨で本町も甚大な被害を受けました。復旧は長期に
及びます。

▼議員は１１月で改選を迎えます。本委員会において
は４年間最後の「議会だより」の発行となります。『見

える議会』の一助になりましたでしょうか。４年間ご
愛読ありがとうございました。

▼次号以降では、新委員会でさらに充実した「議会だ
より」を発行していきます。

（森山）
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連 載 シ リ ー ズ

委員会メンバー（左から森山、金子、椎葉、遠坂）


